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　化石の研究というと恐竜やゾウなどの大きな動物の骨の

化石を思い浮かべる人が多いでしょう。 しかし、 顕微鏡をつか

わないと見ることができない小さな化石もあります。 林学芸

技師は、 植物がつくる小さな花粉の化石を泥の中から見つけ

出し、 研究をしています。 そのような花粉の化石を研究する

ことで、 昔の森の姿を知ることができるのです。 今回は、 花

粉の化石の研究と、 その魅力について紹介します。

また、 第 21 回企画展示 「生きものがたり－生
せいぶつ

物多
た よ う せ い

様性　

湖国から　世界から－」 を紹介します。

花粉の化石が教えて

くれる昔の森の姿
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【研究紹介】

花粉の化石って
どんなもの？

花粉ってなに？
花粉は、植物の花のおしべの中でつくられる小さな粒子です。風で飛ばされたり、
虫に運んでもらったりして、めしべにたどりつき種をつくります。

花粉はどんな形をしているの？

花粉の大きさは、髪の毛の太さよりも小さい 1/50mm から 1/10mm くらいです。
植物の種類によって、いろいろな形をした花粉がつくられます。たとえば、マツ
の仲間の花粉には 2 つの丸い耳がついていますし、スギの花粉には 1 つのツノ
がついています。琵琶湖博物館の A 展示室内にある研究室に行けば、実際に花
粉を顕微鏡で観察することができますよ。

花粉の化石はどこで見つかるの？

花粉はとても頑
がんじょう

丈な殻
から

をもっていて、水のたまる、湿った場所であれば、1 万年
でも数 100 万年でも分解されません。そのため、琵琶湖の底にたまっている泥や、
湿原の泥などを採取してきて、顕微鏡で探すと花粉の化石を見つけることができ
ます。ただし、乾燥した場所で紫外線をあびてしまうと頑丈な花粉も分解してし
まうため、化石として残ることができません。

花粉の化石で何がわかるの？
花粉は湖や湿原のまわりの森から飛んできて、泥の中にたまります。そのため、
花粉の化石を研究することで、泥がたまった時にまわりにどんな森が広がって
いたのかが分かるのです。琵琶湖の底には 40 万年間の泥がたまっています。そ
の間には、とても寒かった時期や暖かかった時期がくりかえされていたことが分
かっていて、寒かったころの森や暖かかったころの森の姿を花
粉の化石から明らかにすることができるのです。

ボクも見つけてみ

たいなぁ！うん！

化
石
に
な
る
の
は
、

恐
竜
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん

で
す

【写真１】アカマツの花粉

【写真２】琵琶湖の底の泥を
採取している様子

【写真３】花粉の化石を顕微鏡で観察

【写真４】琵琶湖の底の泥から
見つかった花粉の化石
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昔の森は昔の森は昔の森は昔の森は昔の森は昔の森は
どんな姿？どんな姿？どんな姿？どんな姿？どんな姿？どんな姿？

昔の森って今の森と違うの？
気候の変化や人間による伐採などによって、森の木の種類や森の景色は大きく変
わっていくものです。私たちが見ているのは現在の森でしかなく、例えば縄

じょうもん

文時代
や弥

や よ い

生時代の人々が見てきた森の姿は違
ちが

っていたことが分かっています。

縄
じょうもん

文時代や弥
やよい

生時代はどんな森？
縄文時代の終わり頃から弥生時代にたまった泥の中からは、ドングリをつくる木で
あるカシ類やスギの花粉が多く見つかります。このことから、当時はこれらの木が
多い森が広がっていたことが分かります。昔の人びとは、カシ類のドングリを食べ
たり、スギをつかって丸木舟をつくったり、様々な形で森を利用してきたことも考
古学の研究によって明らかになっています。

昔の森を見てみたいな !
琵琶湖博物館の屋外展示には、縄文弥生の森という展示があります。これはこの時
期の森を再現したもので、昔の人びとが暮らしていた環境を見て、感じることがで
きます。屋外展示の一角には、3000 年前に生きていた大きなスギの根株も展示さ
れていますよ。

どうして昔の森を調べるの？
人間が暮らし始めるよりもずっと昔の時代には、琵琶湖のまわりにいろいろな種類
のゾウがすんでいたことが骨の化石から分かっています。そのようなゾウたちや、
縄文時代や弥生時代の人たちが、どのような森の中で生きていたのか想像するのは
とてもワクワクすることです。また、昔の森の変化を調べることは、温暖化や人間
による森林伐採などの影響を考えるためにも重要なことなのです。

昔の人たちにとって森

は生活するためにも大

切な場所だよ！

【写真 1】B 展示室にある丸木舟

【写真 2】屋外展示の縄文弥生の森

【写真 3】屋外展示にあるスギの根株

【写真 4】A 展示室にある
ゾウが生きていた森の復元図



うみっこ通信 No.10 2013/8 （滋賀県立琵琶湖博物館） -4--4-うみっこ通信 No.10 2013/9 （滋賀県立琵琶湖博物館）

うみっこ通信■第 10 号　発行日■平成 25 年 (2013 年 ) 9 月 10 日　発行所■滋賀県立琵琶湖博物館 〒 525-0001 滋賀県草津市下物町 1091 番地　TEL:077-
568-4811( 代 ) 　FAX：077-568-4850　HP アドレス :http://www.lbm.go.jp/　企画・編集■　林 竜馬／中井克樹／里口保文／菅原和宏／大塚泰介／中藤容子
／安福俊幸／水谷智　イラスト・デザイン■ 谷川真紀

琵琶湖博物館では企画展示「生きものがたり」を

11 月 24 日まで開催中です。テーマは「生物多様性」。

ちょっとむずかしいけれど、「いろいろなところに

さまざまな生きものがいる」ということです。

この地球に最初の生命が生まれて 40 億年がたち、

いまではとてもたくさんの種類の生きものがいま

す。私たちは、どのクワガタムシが一番大きいかな

ど、生きものどうしをよく比べますが、どの生きも

のもみな 40 億年もの間生き残ってきた、とっても

すぐれた生きものたちなのですよ。

地球上には、知られていない生きものがまだまだ

たくさんいます。滋賀県でも、これまで知られてい

なかった「新種」の発見がつづいています。新種が

7 種も見つかったダンゴムシの仲間を含め、この企

画展示では、貝や昆虫、鳥、けものなど、滋賀県の

生きものが約 500 種ずらりとならんでいます。

このように生きものたちがにぎわっているのは、

それらがおたがいにつながっているからです。その

つながりには、花と昆虫との関係のようにおたがい

に助け合う「共生」もあれば、動物が生きていくた

めに必要な「食う－食われ

る」という関係もありま

す。私たちヒトも動物の一

種なので、いろいろな生き

ものの命をいただいて生

きていますよね。

最近は、生きものの

特徴を応用した技術も

発展しています。一例

として、音を立てずに

飛ぶフクロウの羽の特

徴を利用して風切り音

を小さくした、500 系

新幹線のパンタグラフ

を展示しています。

会場でもっとも目をひくのは、入口からも見える

ホッキョクグマやアムールトラなどのはく製でしょ

う。これらは、世界で絶
ぜつめつ

滅が心配されている生きも

のなのです。そしていちばんのおすすめは、絶滅し

たニホンオオカミやニホンカワウソ、絶滅寸前のニ

ホンアシカ、復活しつつあるトキ、コウノトリ、ま

た最近再発見されたクニマスなどの、めずらしい生

きものの標本です。とくに明治時代にほろんだニホ

ンオオカミの標本は、日本で３体しかありません。

このような「へりすぎ」の問題だけでなく、最近は、

「増えすぎ」が問題になる生きものもいます。琵琶

湖の外来魚のほか、カワウやシカ、イノシシなどの

増えすぎもまた、さまざまな被害をもたらしていま

す。そして地球全体でみると、私たちヒトも爆発的

に増え、すでに地球１個では足りない生活をしてい

ます。生きものの星・地球の未来は、私たちの行動

にかかっていることを忘れないでくださいね。

トピックス
第 21回企画展示

「生きものがたり－生物多様性　湖国から　世界から－」

専門学芸員　中
な か い か つ き

井克樹 （企画展示主担当）

500 系新幹線のパンタグラフ

「ホッキョクグマ出没中」の 
企画展示室


